
木育について
企画管理課

～ 高原町後川内小学校１年生から５年生と金田保育所年長さんによる木育体験 ～

皆さんは、最近、｢○○育｣という言葉を良
く耳にされることが多いと思います。
｢○○育｣と呼ばれるものは、｢食育｣、｢木育｣

など50以上もあるといわれています。

その中で、今回は、当センターで実施して
いる｢木育｣について御紹介します。

｢木育｣という言葉は、もともと１６年ほど
前、北海道庁が｢木育」プロジェクトとして｢子
どもをはじめとするすべての人々が、木とふ
れあい、木に学び、木と生きる｣ことを学ぶ活
動として始まったことに起因しています。

当センターでは、材料としての木材の良さ
やその利用の意義を子どもたちに学んでもら
うことを目的に、小･中学校や高等学校など
からの要請を受けて、マイ箸づくりなどの｢木
育｣に取り組んでいます。

最近では、昨年の11月22日（金）高原町後
川内小学校の生徒（１年生から５年生２５
名）、２月13日(木)に金田保育所の年長児５
名、２月５日(水)には南九州大学こども教育
学科の学生７名がセンターを訪れ、それぞれ、
スギを使った｢マイ箸｣や「箸置き」、｢しおり｣
づくりなどに挑戦しました。

また、小学生の皆さんは、薄いスギの板を
使った｢突き板あそび｣や、木の積み木や木製
の車いすで夢中で遊んで、楽しい時間を過ご
していました。

当センターでは、｢木育｣が、木と五感で｢ふ
れあう｣ことにより人や自然に対する｢思いや
りや優しさを育む｣ことにつながることから、
今後とも積極的に取り組んでいきたいと考え
ています。

また、当センターは、｢県産材の主体を占め
るスギをいかに利用していくか｣を目的として
設置されたこともあり、管理棟、研究棟、４
つの実験棟などすべての建物がスギをふんだんに使った木造平屋で建てられており、時々、
センターを訪れた方からは、｢木の良い香りがしますね。｣と言われることがあります。

普段から、中にいる私たちはあまり意識していませんが、施設全体に木の良い成分が漂
っていて、いつも森林浴をしているのかもしれません。

皆さんも、是非一度、当センターで「街の中の森林浴」を楽しまれては、いかがでしょ
うか。
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スギ材の調湿性能について 

 材料開発部 
 木材には、周りの空気の湿度に応じて湿気を吸収（吸湿）又は放出（放湿）する機能が

あり、住宅等の内装に木材を使用することで室内の湿度調節機能が期待されます。 
 木材利用技術センターでは、スギ材の調湿性能を数値化することでスギの魅力を目に見

える形で示して県産スギの利用を促進することを目的とした研究に取り組んでいます。今

回は、これまでの研究で分かってきたことについて紹介します。 
 
心材と辺材で調湿能力は違う？ 
 スギの丸太の断面を見ると、中心は色が濃く、その周

辺は色が薄く白っぽいことが分かります（図 1）。中心

部を心材、周辺部を辺材と呼びますが、スギの心材と辺

材でどちらが高い調湿能力を有するか試験しました。 
【試験の方法】 
 人工乾燥したスギの心材及び辺材を縦横 100mm で３

タイプの厚さ（5・10・20 mm）の板材にして吸放湿量を

測定しました。板材の木表側１面のみから吸放湿量を測

定するため、それ以外の５面はアルミテープを貼り、水

分の出入りを遮断しました。 
 これらの板材を温度 23℃、相対湿度（以下、湿度）50%の環境下に置き、その後、湿度

を 75％に上げ、板材に吸湿させました。板材の重量が変化しなくなるまで吸湿させた後、

湿度を 50％に下げて放湿させました。試験中、定期的に板材の重量を測定し、その増減量

を木材の吸放湿量としまし

た。 
【結果と考察】 
 各試験体の吸放湿の推移

を図 2 に示します。吸湿条

件では、初め心材より辺材

の吸湿量が多くなりまし

た。しかしおよそ 30 日で心

材の吸湿量が辺材を上回り、吸

湿を終了するまでその状態が続

きました。 
 今回使用した試験体は辺材より心材の密度が高い傾向がみられ、心材と辺材を同じ条件

で吸湿させると、最初は密度が低い（空隙が多い）辺材の吸湿量が多くなり、最終的には

密度が高い（細胞が多い）心材の吸湿量が多くなることが分かりました。 
塗装や加工は調湿性能に影響するか？ 
 次に、スギ材に塗装や加工をした場合の調湿性能への影響について試験（(一社)木と住

まい研究協会及びナイス(株)との共同研究）しました。 

辺材

心材

図１ スギの心材と辺材 

図２ スギ板材(100mm×100mm)の吸放湿の経過 

吸 湿 放 湿
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【試験の方法】   
 加工方法の違いによる調湿性能の差を調べるために、アルミフレームとアクリル板で、

長辺 1146 mm×短辺 860 mm×高さ 720 mm（容積 0.71 ㎥）のアクリルボックスを作成し、

その中に木材を設置しました。アクリルボックスには、建築基準法に準じた 24 時間換気を

行うため、小型ファンを設置しました。 
 設置する木材は、スギ心材の人工乾燥材を使用

し①無垢材②ウレタン塗装材③表層圧密材（板材

の表面を圧縮して硬くした材）④木口スリット材

（板目面に繊維方向に直交する溝を入れて木口面

を表面に出した材，図 3）の４タイプとしました。 
 これらの木材を縦 270 mm×横 59 mm×厚さ 3.6 
mm の板材にし、木表側１面以外アルミテープで

断湿しました。この板材を、アクリルボックスの

長辺の壁２面に腰壁状に設置しました（図 4）。 
 板材を設置したアクリルボックスを恒温恒湿室

（室内を一定の温度と湿度に調節する装置）に入

れて、温度 23℃、湿度 50％の状態から湿度 75％
に上げて 12 時間継続し、環境衛生上良好な範囲内

(湿度 40～70%：建築物衛生管理基準)に維持でき

る時間を測定しました。 
【結果と考察】 
 各試験体が湿度 70％以下を維持した時間を図 5
に示しました。無垢材が湿度を維持した時間は８

時間強で、木材なしの２時間半の３倍になりま

した。しかし、塗装材は３時間弱、表層圧密材

は５時間弱となり、無垢材より調湿能力が低い

結果となりました。 
また、木口スリット材は 10 時間弱となり、無

垢材よりも調湿能力が高くなりました。木口ス

リット材の調湿能力が高かったのは、無垢材よ

りも表面積が大きく、調湿能力が高い木口面が

現れている面積が多いためだと考えられます。 
 
 今回紹介した試験により、内装材にスギを使

うことで調湿性能が高まることが確認されまし

た。また、スギをはじめとする木材には、今回

紹介した調湿性能のほかにリラックス効果や空気清浄効果等も明らかになっています。 
 今後もスギ（特に宮崎県産）の良さを明らかにし、さらなる利用拡大につなげたいと考

えています。 

図３ 木口スリット加工 

図４ アクリルボックス内への木材設置

図５ 相対湿度 70％以下を維持した時間 
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５．まとめ

本試験により、鉄骨造による中・高層建築物

の耐力壁に CLTを利用した場合に想定される
めり込み型接合部の性能を明らかにすることが

できました。

その結果、当該接合形式が防災拠点庁舎に正

式に採用され、現在、令和２年度の使用開始に

向けて順調に整備が進んでいます。

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・

宮崎県木材利用技術センター

TEL 0986-46-6041

FAX 0986-46-6047

E-mail mokuzai-center＠pref.miyazaki.lg.jp

Address 宮崎県都城市花繰町２1の2

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・

図8 CLT耐力壁設置状況

-7-


